
あらためまして、はじめましてのコーナー 

3 月からお世話になっています。 

まだまだ不慣れですが、少しでも

早く、みなさんに顔を覚えてもら

えるように頑張りますので、よろ

しくお願い致します。 

       田中奈津子 

 

 

にじたまっこだより 2013. 4  

 

いよいよ４月です。 

入学・進学おめでとうございます。 

人生の節目の時期は、凛とした子ども達に出会いま

す。子ども達の成長をひしひしと感じる瞬間です。 

たまごのあしあとも 5 月で丸 5 年を迎えます。 

子ども達の成長と共に育ってきた「たまごのあしあ

と」です。ご支援･ご協力ありがとうございました。 

感謝の気持ちでいっぱいです。 

さて、「響育」という言葉をご存知ですか？ 

「教育」教え育てる…、「響育」心が響きあって学び

育ち合う…という意味だそうです。 

 とっても素敵な言葉ですね！ 心を通わせながら、

お互い感じ合いながら、育ちあえたら素敵です。 

「たまごのあしあと」はそんな場所になりたいです！ 

子どもは「未来」です。 

一緒にいるだけでワクワクします。  野口 

  

1.事務からのお知らせ   

新年度になりました。２月分のご利用料金（４月中旬

に請求書発行予定）とあわせて、年会費（1,000 円）を

請求させていただきますので、よろしくお願い致します。 

また、新たに他事業所のご利用をはじめられたかたは、 

必ずお申し出頂きますよう、お願い致します。 

 

2. 新学期に向けて   

 ★ 進学・進級プレゼント 

  四月は、学年が変わり、帰り時間の変更など、落ち着

かない日々を過ごされることでしょう。 

  そんな時、療育ルームこそ長いスパンで、同じ顔ぶれ

だったりして、むしろ安心な場所になるかもしれません。 

  成長と共に、にじたまでのクラス替えももちろん大歓

迎ですし、学校に慣れるまで同じ時間帯に来ていただく

のも嬉しいです。 

  なお、４月ににじたま会員を更新していただく際、子

ども達にささやかなプレゼントをお渡ししております。

お受け取りください。 

 

3. にじたま文庫  
 にじたま南側に保護者貸出用本棚を大きくしました。 

 会員の皆様が関心を寄せられそうな本をご用意いたしま

したので、是非お読みください。 

 無料で貸出しておりますので、ご希望の本がありました

ら、スタッフまでお声をかけて下さい。 

 なお、子ども達の絵本なども活用ください。 

お子さんとたくさん素敵な絵本を読んで、素敵な時間を

過ごしてください。もちろん、貸出無料です。 

 

4. たまあし 5 周年記念イベントのお知らせ 

4/30(火)～5/2(木)、7(火)～11(土)まで 粗品進呈！ 

たまごのあしあとでご飲食の方には、粗品進呈！ 

★木片パズル（カプラ）＆ビンゴ大会 

たまあしにある木片パズルを知っていますか？ フロ

アーを開放し 8,000 本を使って、大きな作品を作ります。

創造力たっぷりの時間をお楽しみ下さい。おとなも十分

楽しめます！  ビンゴ大会は 13:30～全員景品付き 

日時：4 月 27 日(土)11:30～14:30 

場所：たまごのあしあと 飲食部  

参加費：おとな 1,000 円子ども 500 円 

（ちらしランチ＋健康茶フリードリンク付き）  

★手風琴「人形劇ゴリラのパン屋さん＆ﾊﾟﾈﾙｼｱﾀｰ」 

日時：4 月 29 日(月祝) 10:15～14:00 

         人形劇は 10:30～11:30 

会場：にじいろたまご 多目的ホール 

   人形劇終了後たまあし飲食部に移動してランチ 

参加費：おとな 1,000 円子ども 500 円 

（カレーランチ＋健康茶フリードリンク付き） 

★映画鑑賞会「39 窃盗団」＆ティータイム 

ダウン症・発達障害… おれおれ詐欺のリーダーにそそ

のかされ、刑法 39 条があるから大丈夫！？と、のんき

にドロボーの旅に出かける。兄弟が紡ぎだす、緊張感ゼ

ロのﾄﾞﾛﾎﾞｰﾑｰﾋﾞｰ   http://39thankyou.com/ 

映画が終わったら、みんなでティータイム！ 

日時：5 月 3 日(金祝) 各回定員 30 名 

① 10:00～ ②13:00～ ③16:00～ ④19:00～ 

（①②託児有各回 15 名 300 円) 

開場：たまごのあしあと 飲食部 

参加費：おとな 500 円 子ども 300 円 

（手作りおやつ＋健康茶フリードリンク付き） 

障害があっても、いつも笑いがある！監督･脚本:押田興将 

8 歳下の弟がダウン症であることが、自分の人生に 

居座っていたという押田監督が、長年温めてやっとの

思いで実現した本作。終始一貫した明るい語り口なが

ら、障害者を取り巻く現実に時にシビアなまなざしを

投げかける。 

コロコロコロン 


